
表１　リビングマルチでよく抑えられる雑草、あまり抑えられない雑草

　また、大豆の生育において、麦との光競合や養分競
合が起こり、減収する傾向があること、無中耕無培土
栽培では倒伏しやすくなることには留意が必要です。

図１　リビングマルチ栽培と慣行栽培での大豆の収量

農業研究センターにおける研究開発
　東北農業研究センターではさらなる研究開発を行っ
ており、これまでの成果として、整地、麦類と大豆の
同時播種、施肥までを一工程で行える播種機を開発し
ました。
　この播種機は市販の代かきハロー付の播種機の播種
ユニットを麦用のロール式と大豆用の目皿式のものが
交互に並ぶように入れ替えたもので、播種速度、精度
ともに慣行の播種法と比べても遜色なく、効率的に安
定して播種ができます。この研究開発によりさらなる
技術普及が期待されます。

大豆・麦同時播種機

表２　麦類・大豆同時播種機と慣行の大豆播種機による播種速度

　また、使い勝手をよくしたり、抑草効果を安定させ
る栽培法の検討も引き続き行っています。そのひとつ
として、使用する麦の種類に関する研究も行っていま
す。今までは、生育上の性質から大麦が適していると
して、大麦を使用した研究を行ってきましたが、「大
麦は産地が限られているため、購入した種子を使う必
要があり、種子代がかかる」、「地域で安価に手に入る
小麦を使用したい」という農家の希望を踏まえて、小
麦を使用したリビングマルチの検討を行っています。
これまでの研究結果では、小麦が大麦より劣っている
というデータは得られていませんが、小麦は大麦より
枯れる時期が遅く、品種、地域によっては収穫期まで
生きたまま残ってしまう場合があることが分かりまし
た。
　東北農業研究センターでは今後、さらに麦の種類に
よる雑草抑制効果や大豆の生育・収量の違いを詳しく
検討し、技術の安定化を図っていくように研究開発を
進めていこうと考えています。

表３　大麦と小麦の特性の違いの一例

ま と め
　ここでは、東北農業研究センターで研究を行ってい
る麦を使った大豆のリビングマルチ栽培技術の概要に
ついて紹介しました。
　東北農業研究センターではリビングマルチ栽培の技
術パンフレットを作成し、頒布したり、見学会を開催
するなどにより技術普及に向けた取組を行っていま
す。
　今後さらなる技術の確立が期待されるともに、この
新しい技術が東北各地に広がることによって、安定的
な農業生産が行われることが期待されます。
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